
「低品位廃熱を利用する二酸化炭素分離回収技術開発（COCS)」及び「環境調和
型製鉄プロセス技術開発（COURSE50)」を通じて 
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水酸基

世界最高レベルの性能を持つ化学吸収液を開発    

                     COURSE50 

* 出典： P. Singh et al., Energy Efficient Solvents for CO2 Absorption from Flue Gas: Vapor Liquid Equilibrium and Pilot Plant Study( GHGT-11) 
** The reported numbers only give an orientation and should not be compared directly.  

化学吸収液の開発 
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・NEDO／COURSE50事業の一環として新日鐵住金株式会社と共同開発した高
性能化学吸収液を新日鉄住金エンジニアリング株式会社にライセンス。 

・新日鉄住金エンジニアリング株式会社は、エアーウォーター社等が新日鐵住金
株式会社／室蘭製鉄所構内に建設を計画している液化炭酸工場における二酸
化炭素回収設備として、本技術を採用した省エネ型二酸化炭素回収設備
「ESCAPⓇ」の商業１号機を納入予定。 

化学吸収液の商業化 
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